
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ここには展望台と、周囲で良く見ることができる鳥

のパネルがあります。展望台にのぼってみましょう。

松林の向こうに三河湾や、そこを航行する船舶などが

見えるかもしれません。 

西には、伊良湖岬にある古山 

と、三重県鳥羽市の「神島」も 

見えます。北東方向や南には、 

風力発電の風車ものぞいていま 

す。高さは約 100ｍとのこと。一年を通じて風が吹

く田原市は風力発電も盛んで、市内には２６ヶ所 52

基の風車が稼働しているそうです。 

 

夢見ヶ丘 

この辺りは海浜性植物を主とした公園「さららパー

ク」です。水の広場では水遊びが、 

砂の広場では砂遊びが楽しめます。 

さららパーク 

沖縄などに自生する、多年草の(！)朝顔で、本州で

も野生化しています。普通の朝顔よりかなり丈夫

で、夏季は６～11 月と長く、花も 2 回開きます。 

木々の間に目を凝らすと、張

られた金や銀の網に気づきま

す。その中央にいるのが、家

主のクモ。種類によって、巣

の張り方も形状も異なる上、

驚かした時の行動も様々！ 

じっくり観察してみましょ

う。自由研究にもお勧めです。 

夏頃に咲く、暖かい地方

を好む植物。花色が途中

で変化するので「七変化」

の別名があります。 

『愛の花』という意味の名

をもつ紫色の花。君子蘭と

は全く別種です。月下で見

ると格別の美しさです！ 



このあたりの茂みからつるを 

伸ばしたり、みどり池のきわに 

繁茂したりしている白い花は、 

「テリハノイバラ」。ノイバラと 

比べて花が大きくて少なく、葉 

がピカピカとつやがあるのが 

特徴のバラです。海岸や河川敷、 

        山間部などで見られます。 

        木々の合間を縫って高速で飛んで 

いるのはトンボたち。水色のシオ 

カラトンボや白黒のコシアキトン 

ボ、黄緑と水色の配色が格好いい 

ギンヤンマなど、様々なトンボを 

探してみましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

白い泡のお部屋の中には 

●散策路一周…約１.2ｋｍ ●所要時間…約 40 分 

芝生の上に黄色い旗が立って 

いるのはグラウンド･ゴルフ 

場。子供から大人まで遊べる 

球技で、16 ホールあります。 

 そんなコースの所々に生え 

ている南国風植物はソテツ。 

４２号線沿いに昔あった南国 

植物園「フラワーパーク」が 

閉園した際に、休暇村園地へ移植されました。 

グラウンド･ゴルフ場と蘇鉄(ソテツ) 

鷹見ヶ丘 

鷹見ヶ丘 

夢見ヶ丘 

みどり池 

小松島 

さららパーク 

地をはうバラと空飛ぶトンボ 

本館 

松の枝についている 

白い泡は、「アワフキム

シ」という虫の赤ちゃん

のお部屋。セミやカメム

シの親戚にあたるこの

虫は、木から水を吸い出 

して、その中にちょっぴりだけある養分を摂って育ち

ます。その時に捨てる水分と、自分で分泌した蝋やた

んぱく質を混ぜ混ぜすることで特製石 

けんを作り出し、泡立たせたのがこの 

白い泡。脆そうに見えますが、実は立 

派な防御壁。普通の虫では溺れてしま 

い、突破することができません。 

みどり池 

休暇村伊良湖と同 

時に作られた人工池 

です。近くを歩くと、 

白サギやカルガモ、大 

きくて動きがユニーク 

なアオサギなどが登場します。運が良ければ、甲羅干

しをしている亀や、カイツブリなどの水鳥が子育てし

ている姿が見られるかもしれません。 

あずまやが立っている小高い丘が、「鷹見ヶ丘」。 

丘に立つと、休暇村伊良湖本館がよく見渡せます。建物

の両端を見ると１階部分 

が無く、浮いているのが 

分かりますか？ 

本館は、建築家の故黒川 

紀章氏が若い頃に設計し 

た建物。飛んでいる鳥を 

イメージしたため、両翼部が浮いているのだそうです。 
 

丘に立って目を閉じてみましょう。耳を澄ますとホオジ

ロの声、ウグイスの声、カラスの声… 時折、鳥追い用

の鉄砲音や、船の汽笛が聞こえることもあります。 

駐車場 

お尻が黄色いの 
や赤いのも。 


